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4．　　インターフェロンβ1日2回投与治療中に溶血性
貧血を発症したC型慢性肝炎の1例
（東京医大　臨床病理）川田和秀，鈴木隆史，大石　　毅，
山中　晃，佐々木昭仁，新井盛夫，福武勝幸
（東京医大霞ヶ浦病院　臨床病理）福江英尚
【目的】C型慢性肝炎に対するインターフェロン（IFN）一
α投与例で、溶血性貧血の報告がされているが、IFN一β
での報告例は少ない。IFN一β1日2回投与中に溶血性貧血
を発症し、投与中止にて軽快した症例を経験したので報告
する。【症例】49歳男性。1997年2月　IFN投与目的にて入
院となった。IFN一βは、1回3MIUを朝夕2回（計6MIU／
日）の点滴静注で開始した。Hbの低下に伴い投与11週より
貧血症状が現れ、間接Coo皿bs試験陽性を認めたためIFN投
与を中止した。その後速やかに自覚症状は消失し、Hb、　LDH
の改善、間接Coombs試験の陰性化を認め退院となった。【考
察】本症例は経過よりIFNによる溶血性貧血と診断した。
同副作用の多くは、IFN投与中止やステロイド療法にて改
善されているが、治療に関わらず溶血所見が遷延した報告
例もある。IFN一βの1日2回投与により溶血性貧血の出現
頻度が高くなる可能性もあり、注意深い観察が必要である。
6．　IL－12　gene　therapy　against　ovarian　carcinoma
（産婦人科学）星野泰三，高山雅臣
　IL－12はheterodimericなcytckineであり、　Thl細胞免疫
の発達に中心的な役割を演じており、antineoplastic
agentとして潜在的な適応があるが全身投与をすると重症
な毒性を引き起こすことが報告されている。そこで局所投
与することが最も理にかなっているのでIL－12　geneを腫瘍
に導入する遺伝子治療は有望と考えられる。今回構築した
Vectorを複数の腫瘍細胞に感染せたところ活性型p70が7．5
～30皿g／106cellsで検出され、　Vectorが機能していること
が証明された。また、IL－12　gene感染腫瘍細胞から誘導さ
れたeffectorは特異的かつ非特異的に腫瘍を効率良く傷害
した。換言すればIL－12より誘導されたeffectorはCTLとLAK
両方含まれていることを意味する。さらにexogenousな1レ
12によりendogenousなIL－12の方が強力なLAKを誘導するこ
とからrlL－12よりもIL－12　gene　therapyの方が優れている
ことが証明された。これら一連のIL－12による抗腫瘍効果
はIFN一γの介在がkey　pointをなしていた。従ってvector
の感染効率の問題が克服されれば、Il－12　gene　therapyは
solid　and　hematologic皿alignanciesに対する有効な治療
となりうることが示唆された。
5．　　ステントグラフト内挿術による消費性凝固障害
についての検討
（外科学第二）島崎太郎，横井良彦，川口　聡，土田博光，
石丸　新
【目的】近年、大動脈瘤に対する低侵襲治療としてステン
トグラフト内挿術が注目されている。その有用性について
は、報告されてきているが合併症については、十分検討さ
れているとは言い難い。今回、合併症としての消費性凝固
障害について検討した。【方法】対象はステントグラフト
内挿術を施行した。腹部大動脈瘤9例、腸骨動脈瘤1例の計
10例。術前、第1千日、第3病日、第7病日、第14二日のそ
れぞれに、凝固線溶系の採血を行い、術後門内血栓との関
連について検討した。【結果】第1病日から第3病日にかけ
て凝固系が上昇し、それに引き続いて線溶系の充進がみら
れた。第14即日においては術前とほぼ同値に戻った。瘤体
積の大きい症例に凝固系が充進ずる傾向が得られた。
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